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提案している o .第 2 章では種々の手段で分子鎖の集合状態(テクスチャー)を変えた試料について，
比容測定J示差熱解析，電子顕微鏡観察を行い，結晶化度，ラメラの厚さ，分子鎖の fold 部分のさ
など，結晶領域における情報を集めている。第 3 章では第 1 ，第 2 章でえた知見を利用して誘電緩和
データの定量的解析を行い，非品部における分子の局所的運動に関して結論を下している。
中川君の研究はこれ迄発表された類似の研究より詳細かっ精密であり，とくにしばしば定性的な議
論に終始しがちなこの分野に合理的な仮定にもとづく理論的解析法を導入した点で，高分子物性論に
有意義な寄与をした。よって同君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものとみとめる。
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